
10代 0人

20代 2人

30代 9人

40代 17人

50代 15人

60代 10人

70代以上 15人

68人

広報あつぎ1364号（12月1日号）インターネットモニターアンケート結果

Ｑ　あなたの年代を選択してください。



Ｑ　今回の「広報あつぎ」について、意見・感想、その他、取り上げてほしい内容があればお聴せください。

■ かわいかった。

■ 応援しています。

■ すごく良い写真だと思った。

■ 楽しく体育ができていて微笑ましかったから。

■ みんなで助け合う姿はすばらしいと感じました。

■ ティーボールを小学校でやっていることを知らなかったから。

■ 子どもたちの純粋な助け合いは、大人も見習わなければいけないと思った。

■ 障がいを持ったお子さんがお友達と頑張る姿を見て、すてきだと思いました。

■ 人と人とのつながりと温かさを感じました。一人一人違ってみんな良いことを改めて感じました。

■ 「広報あつぎ」の表紙を飾るにふさわしいすばらしい写真でした。バットを構えている車椅子の子と後ろで
しっかり支えている子を抱きしめたくなりました。

■ 障がいを持った子どもたちが元気に活躍する場をつくっている関係者に感謝したい。かつて、障がい者に
は日の当たる場所はなかったが、このように明るい表情でスポーツを楽しんでいることは大変うれしい。

■ 安心・安全なまちで生活できていると実感できました。

■ 安心・安全の維持で、セーフコミュニティ認証を３度も取得したことは、市民としてうれしく思います。

■ ３度目の認証はすばらしいですね。これからも安心・安全なまちであるように、私もできることから少しず
つでも取り組んでいきたいと思います。

■ 市民が望むまちに近づいてほしいと思う。

■ これらの応援対策を初めて知りました。いつから行われていたのでしょうか。

■ 厚木市がとても住みやすい、暮らしやすいと言われるのは、住宅の補助金が出ることも影響しているから
なんですね。子育て世帯に優しいまちですね。

■ 厚木市は、親世代との同居や近居で補助金が出るなど、魅力的な施策があって良いと思います。若い世
代を厚木市に呼び戻す良いアイデアだと思います。

■ 年少人口や生産年齢人口の減少が続いて少子高齢化が進んでおり、厚木市の衰退を危惧しています。
厚木市への転入促進、厚木市外への転出抑制の活動の実践を期待します。

■ 地方創生推進プロジェクトの活動に期待しています。厚木市に住んでみたいと思い移住してきた方への
取材を行い、紙面で紹介してほしいです。厚木市の観光資源を有効に活用し、継続的にPRすることも大
切だと思います。厚木市民でも厚木のことを知らない人が、私を含め多くいることを感じています。もっと
地元をPRしてほしいと思います。

■ SNSでハッシュタグを付けて市の魅力を発信できるのは面白く、参加しやすい。

広報あつぎ1364号（12月1日号）インターネットモニターアンケート結果

１面　打て！走れ！

２面　３度目のSC認証を取得

２面　外部評価の結果

３面　厚木で暮らそう

３面　#nice atsugi で市の魅力を発信中



■ 婚活に興味関心を持っているから。

■ 若い人に厚木市のいろいろな魅力を感じてもらいたい。

■ あつぎのえいがかんkikiでアルバイトをしていたから。

■ 身近でありながら、知らない相手のことを知る良い機会になったから。

■ 私も学生時代にこのような取組があったらやりたかったなと思ったから。

■ 本厚木ミロードやあつぎのえいがかんkikiの職場体験ということで、若い人の働く姿に魅かれました。

■ 厚木市内の５大学の学生が、市内で多方面にわたって活躍できる仕組みがたくさんあると良いなと思い
ました。

■ ３面の「あつぎで暮らそう」の情報とつながって、若い世代が地元に目を向けるきっかけになる良い企画
だと思った。

■ 若い人が厚木市に魅力を感じて定住してくれるのは良いことだと思う。今後も是非、若い世代に定住して
もらえるような施策をお願いしたいです。

■ あつぎのえいがかんkikiに興味を持ちました。リクエストに返信をしてくれることに温かい印象を受けまし
た。新型コロナウイルスが終息したら、是非一度映画館に足を運びたいと思います。

■ 市内５大学の学生が協力して活動している「あつぎにぎわいアドベンチャー隊」をインスタグラムで見て、
今まで感じなかった発見や驚きがありました。厚木市は、海老名市や町田市と比較して見劣りしている感
じがあったのですが、厚木市にもワクワクする場所や物があり、厚木市の良さを知ることができたので、と
ても良い企画だと感心しました。

■ 購入したいと思った。

■ お得だと思ったから。

■ 自分も利用したいから。

■ 電子商品券の購入方法が分かった。

■ 電子商品券は、魅力的で良いなと思いました。

■ 興味があったので、とても参考になりました。

■ 前回も購入したので、詳細を知りたかったから。

■ 昨年も購入したので、今年も楽しみにしていたところです。

■ 前回楽しませてもらったので、今年も期待しています。

■ 厚木市でお得に食事ができて、お店の助けにもなるのがとても良いです。

■ お得な電子商品券を利用して、飲食を楽しみたいし、お店を応援したいと思った。

■ あまり外食に行けないけど、電子商品券があったら外食に行く回数を増やせるから。

■ 電子機器がない人には恩恵がない。何の対策も取らない弱者切り捨て施策だ。

■ ２年近く自粛生活だったので、飲食店応援電子商品券を使っておいしいものを食べに行きたいです。

■ 早速申し込みました。経済活性化にはこのような思い切った施策を迅速に行うことが重要だと思います。

■ 昨年も活用したお得なあつぎ飲食店応援電子商品券を今年も申し込んで、厚木市を応援したいと思いま
す。

３面　あつぎ婚活チャンネル

4・5面　このまちで働く

６面　あつぎ飲食店応援電子商品券



■ 一人で５セット申し込みができるので、抽選で当たれば大変うれしいです。利用できる店舗が250軒ある
ので、申し込みました。

■ 以前からホームページで案内があった飲食店応援電子商品券ですが、その使い方が分からず待ってい
ました。思ったより操作方法は簡単なので安心しています。抽選に当たることを祈っているところです。

■ ごみ問題は誰もが意識しないといけないが、他人事として思ってる人が多いと思う。

■ 自分ができることから、始めてみたいと思っていたので、背中を押してくれるコラムだった。

■ すてきなデザインで良いですね。

■ 見ていて楽しくなります。

■ 来年は鮎まつりも大道芸もできると良いですね。

■ とても個性的な作品が多く､これからも頑張ってほしい。

■ 令和４年こそは、鮎まつりが開催されて、すてきなデザインの受賞ポスターがまちで貼られていたらうれしいです。

■ 花火の絵画はもちろんのことですが、花火玉のデザインを応募するという取組がとてもおもしろいと思い
ました。この作品はどこかで飾られていて見ることができるのでしょうか。

■ 鮎まつりは実施されませんでしたが、鮎まつりに関連したコンクールが開催されていたことが分かり、うれ
しく感じました。賞の名前も個性的で楽しい気持ちになりました。読んでいて楽しくなる広報紙は良いと思
います。

■ 毎号自然歳時記を楽しみにしているため。

■ ふたご座流星群の紹介は新鮮で、自然歳時記にふさわしいと思いました。

■ 日頃気が付かない厚木市の四季を巧みに取り上げてくれた。これから周囲を見つめ、厚木市の四季を楽
しみたい。

３人

興味を持てる記事がなかった

６面　ひとまち元気

８面　あつぎ鮎まつりデザインコンクール

６面　みんなで！SDGｓ

８面　自然歳時記



Ｑ　今回の「広報あつぎ」について、意見・感想、その他、取り上げてほしい内容があればお聴せください。

■ 役立つ情報が多かった。

■ いつも楽しみにしています。

■ 次号を楽しみにしています。

■ 有益な内容ばかりで非常に充実している。

■ 自分に関係のないことも興味を持てる内容です。

■ 寒空の下、星を見るのも良いなと思いました。

■ 以前より読みやすく、興味をそそられる内容になっていますね。

■ 身近な話題や役立つ情報が多いので、毎月楽しみにしています。

■ 久しぶりに新型コロナウイルス関連の記事がないなと思いました。これからも明るい記事が沢山
載った広報紙を楽しみにしています。

■ 新型コロナウイルスに関しての情報が知りたい。

■ 新型コロナウイルスの情報は常に載せてほしい。

■ 厚木市の新型コロナウイルス状況や、医療従事者からの意見・アドバイスなどが聞きたいです。

■ 新庁舎建設関連の記事が読みたい。

■ お散歩コースを取り上げてほしいです。

■ 自治会への加入によるメリットを特集で取り上げてください。

■ 芸術活動など厚木市が取り組んでいる事業があれば知りたいです。

■ 本厚木駅の南口再開発は、ほとんど完成した感じがするのですが特集記事はありましたか。

■ ごみのポイ捨てやごみ集積所のマナー問題、省エネに関することなどを取り上げてほしい。

■ 子どもが学校の課題で夏休みに貯金箱を作り、コンクールに提出しました。いろいろなコンクールが
あると思うので、その結果を載せてほしいです。

■ 空き巣、犯罪多発地域の公表による防犯、交通事故多発点の公表による交通安全、健康に関する
こと、厚木市の見どころを取り上げてほしい。

■ 広報紙は、市の魅力が載っているので良いなと思います。新型コロナウイルス対策をしながらお酒
の提供などがされているお店の紹介もできたらすてきだと思います。

■ 在宅で働く人や、仕事内容の分かりづらいITエンジニア、働き方を工夫している会社などの取組を紹
介してほしい。また、環境に対する取組もどんどん取り上げてほしい。

■ おいしいフレンチのお店、目の前で揚げていただく天ぷら屋さん、鉄板焼き、焼きたてピザ、パスタが
食べられる本格イタリアンのお店、カレー専門店などのお店を紹介してほしいです。

■ 市内を散歩していると、意外と知らなかったことや不思議なものがあります。気になったことを質問し
て、専門家に答えてもらえる企画があったら、子どもたちも喜ぶのではないでしょうか。

■ 表紙の写真がとても良かった。とても心に響いた。

■ 表紙の写真が印象的でした。このようなことが当たり前の社会になってほしいです。

■ 車椅子で生活する子と健常者の子が一緒に同じ授業を受けられるというのは良いことだと思う。

■ 表紙の障害者週間の話題も気になった。とても大切なことなので、さらに大きく取り上げても良いか
と思った。

広報あつぎ1364号（12月1日号）インターネットモニターアンケート結果



■ 1面の記事を読んで、子どもたちの素直な助け合いや手助けが、大人になるにつれて無関心に変
わっていく人が多いのはなぜだろうと思いました。子どもたちは損得を考えない素直な心を持ってい
るので、子どもから学ぶことが多いと感じます。

■ 小・中学校時代をどう過ごすか、過ごせたかは、その後の人生を左右するかもしれない大事なことだ
と思っています。虐待死や自殺、ヤングケアラーなどに関するニュースを見聞きする機会も増えてい
て心が痛みます。不登校問題への取組の紹介を希望します。

■ セーフコミュニティの認証がされたことはうれしいですが、本厚木駅前地区の治安は良くないまま認
証されているような気がします。治安を改善して本当に安心・安全なまちと言われるまちづくりをして
ほしいです。

■ 今回の３～５面の情報のような厚木市の魅力を改めて発信する企画は、厚木市の将来を見据える
重要なことだと思う。また、厚木市の歴史も紹介すれば、より魅力的な情報になるのではないか。

■ 「このまちで働く」の記事も面白かったです。

■ 厚木市にある５大学の紹介があっても良いかな。

■ 本厚木駅近隣の歴史的文化の由緒のあるスポットを紹介してほしい。

■ 市内の大学を卒業した方が、市内で仕事をしてその知識を活かしてもらえるとうれしいと思いまし
た。

■ ４、５面の「このまちで働く」を読んで、厚木市内での企業数および大学生が増えていることを知り、う
れしく思いました。

■ 若い世代の方たちが一丸となって厚木市を盛り上げるために、いろいろな活動をしてくれていてすば
らしいと思います。

■ 紙面全体が元気と力を与える内容になっています。あつぎ飲食店応援電子商品券については、早
速申し込みたいと思います。若い人たちが、厚木市で働きたいと思えるような企業の誘致活動を積
極的に行ってほしいです。紙面に紹介されている他にも、若者たちが、工場や市内のオフィスで活躍
していることについて、継続して紹介してほしいです。

■ 電子商品券を紙でも購入できると便利だと思う。

■ 厚木市公式LINEの登録方法や飲食店応援電子商品券の購入方法がもっと分かりやすくなると有り
難いです。

■ 飲食店の電子商品券の記事が載っており、購入時の操作方法が分かりやすくて良かったです。た
だ、使える飲食店にファミレスが入っているとうれしいです。

■ 季節の情報や子育て情報がもっと見られたらうれしいです。

■ 季節柄、紅葉やクリスマスイルミネーションの話題がもっとほしかったと思います。

■ ７面のタウンガイドで楽しい催しが少しずつ増えてきたのを読んで、うれしく思いました。

■ 毎月厚木市の支援内容やイベントなどが載っているので、情報を得るのにとても役に立っています。

■ パブリックコメントの案内で「パートナーシップ宣誓制度」が案内されていますが、本文内で人権週間
の告知だけでなく、より踏み込んだ記事もほしいと思いました。

■ 来年こそは鮎まつりが開催されるように願います。

■ 鮎まつりデザインコンクールの作品がすてきでした。花火玉が面白かったです。

■ 今年も鮎まつりは開催できませんでしたが、絵画を見て、来年は開催できると良いなと思いました。

■ あつぎ鮎まつりデザインコンクールの紙面を見て、来年は鮎まつりが開催されることを期待したいと
思いました。



■ 今まで広報紙では見たことがありませんでしたが、ふたご座流星群などの星空も自然歳時記で取り
上げられることがあるのですね。

■ ８面のロゴマークや花火玉、あゆコロちゃん衣装のデザインなど、コンクールの内容が広がったのは
楽しいと思いました。



Ｑ　視聴した「あつぎ元気Wave」について、感想、意見をお聴かせください。

■ 視覚障がい者の誘導法や車椅子の説明は、大変参考になりました。

■ 障がいのあるないで区別しないよう気を付けていきたいと思います。

■ 障がいのあるないではなく、みんな平等だと思う気持ちが大切だと感じた。

■ 障害者週間では、様々な面でのバリアフリーの重要性を再認識した。

■ 障がい者を積極的に取り上げて、広く理解を求めることは非常に大切です。

■ 助け合いの気持ちで障がいのある人たちとも共に生きていければ良いと思う。

■ 障害者週間について良く分かる内容でした。車椅子体験をしたいと思いました。

■ 障害者週間なので、障がいを持った人の手伝いができるよう声を掛けたりしたいです。

■ 障害者週間についての実体験リポートを見て、明確な注意点や観点を知ることができました。

■ 障害者週間があることを知りませんでした。子どもも学校で習ったばかりなので、家族で再度映像を見よ
うと思います。

■ 視覚障がい者の介助について、直角に曲がるときの声掛けの仕方だけでなく斜め前に曲がるときの声掛
けなども知りたいと思いました。

■ 今、周りの人を気にする余裕が無い方も多い中、障がいがある方はさらに不自由を感じていると思う。少
なくとも厚木市では、全ての方に優しくできる市民が増えたら良いなと思った。

■ 学生の頃は障がい者についての学びなどがありましたが、大人になってから、直接関わることや、学ぶ機
会がなくなっていました。動画を見て改めてお互いの助け合いが大切だと感じました。

■ 点字ブロックの重要性を知り、今後は白杖使用者に迷惑が掛からないよう気を付けてまちを歩こうと思い
ました。また、車椅子の操作も結構難しそうだなと感じました。1回だけではなく、定期的にあつぎ元気
Waveで取り上げることが重要だと思います。

■ 障害者週間では、実際の体験映像を見られたので理解がより深まり、障がい者の方に会った際は手助
けしたいと思います。駅で障がい者を助けるとき、どうすればよいのか（駅員に声掛けし、到着するまでで
きるだけ不安のないようにお話する、できることがあるか聞いてみるなど）を家族で考えてみました。

■ SCへの理解が深まった。

■ SCに力を入れていることが分かった。

■ パトロールなどで地域の防犯に参加していきたい。

■ 厚木市は３度目のSC認証を受けたので、安心・安全なまちで暮らせることを誇りに思います。

■ SCの３度目の認証は受けたが、これからも気を抜かずにしっかりと運営していただきたいと思います。

■ 地域の安心・安全の維持や拡大を続けて３度目のSCの認証を得られたことは、市民として誇らしく思いま
す。

■ SCは官民一体とならなければ達成できないと思いますので、今後も関係を密に活動していただければと
思います。

■ 地域の方たちにはいつも見守りをしていただいてとても感謝しています。子どもたちの顔も覚えてくれてい
るので、安心しています。
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あつぎ元気Wave12月第1回（12月1日から12月15日まで）



■ 地域がSCの担い手として活躍していることが分かりました。一方で、ずっと協力している方に過度に依存
しすぎないよう注意も必要かと思いました。

■ SCの３度目の認証取得では、青パトによる地域パトロールが導入されたことで、格段に広い範囲で安心・
安全な見回りができるようになり、犯罪の抑止にもつながっていると思いました。

■ SCの３度目の認証取得や青パトによる地域活動はすばらしいと思います。安心・安全なまちづくりには、
徒歩での防犯活動も効果はあると思いますが、車でのパトロールも大変有効だと思いました。

■ SCについて、自治会がしっかりしていて心強く、とても有り難いと思っています。自分の住む地域でも年
配の方がいろいろな活動をしてくださっています。これから、人口が減っていく中で、自治会がどうなるの
か不安があります。地域での見守りがずっと続いてほしいと思っています。

■ SCの３度目の認証取得では、評価の内容や活動、取組が分かりやすく取材されていると思いました。ま
た、障がい者の立場に立った支援の方法を車椅子の操作方法などから知ることができました。障がい者
に対して親切・丁寧に状況を判断しながら接する必要性があることが分かりました。

■ 厚木市の紅葉やイルミネーションを楽しみたいと思います。

■ 外に出る機会が減ってしまっているが、厚木市の紅葉を映像で楽しめて良かった。

■ 紅葉やイルミネーションなど厚木市の見どころが良く分かり、うれしくなりました。

■ 紅葉とイルミネーションが見られて良かった。外に行くのをためらうので、映像で見られるのは有り難い。

■ ３面の「あつぎで暮らそう」の情報とつながって、若い世代が地元に目を向けるきっかけになる良い企画
だと思った。

■ 映像で紹介していた七沢森林公園や若宮公園に行き、紅葉を楽しみました。本厚木駅前のイルミネー
ションは毎年ほのぼのとした感じですね。

■ あつぎのえいがかんkikiに興味を持ちました。リクエストに返信をしてくれることに温かい印象を受けまし
た。新型コロナウイルスが終息したら、是非一度映画館に足を運びたいと思います。

■ 国内友好都市物産オンライン販売で、国内外の友好都市のことなどを知ることができた。

あつぎ元気Wave11月第2回（11月16日から11月30日まで）


